
　　　　

2024 年 4 月 1 日

9 時 分から 18 時 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 療育センターそらいろ 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日

法人（事業所）理念
将来の「その人（子）らしい生活」の実現に向けて、こども達の「発達」・「成長」を支援します。心身の状態を健康に保ち、様々な事を学びながら、将来の社会生活に見通しが持てるように、学習活動だけで
なく、日常生活、余暇、健康などが充実していけるよう、「発達」・「成長」に必要なことを一緒に考え、トータルに支援します。

支援方針
安心できる居場所や人間関係の中で、自己肯定感を高め、自己理解・他者理解を深めていくことで、将来の「その人らしい」自立した生活につながっていけるよう支援します。遊びや活動を通して、学習面や
運動面、友達関係の成長・発達における成功体験を積み、楽しく充実した家庭・学校生活が送れるよう支援します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本

人

支

援

・健康状態や生活リズム等の把握をし、心身の安定した生活が送れるよう、必要な情報提供を行います。
・身だしなみ等の支援を行います。

・ハンモックやバランスボール、外遊びにより体幹の強化や粗大運動、様々な感覚（触覚、固有受容覚、前庭覚）、ボディーイメージの発達を促します。また、球技等を通じて、ビジョントレーニングや目と手の協
応をはかります。
・折り紙や工作、手芸等を通じて、視認知機能や手先の巧緻性を高めます。
・ビジョントレーニング系のプリント課題に取り組み、視認知機能の強化をはかります。

・状況や場面を理解し、状況に即した行動や気持ちの切り替えを促します。
・必要に応じて視覚的な提示を行い、状況の理解が深まるよう支援します。
・自分の状態を理解し、適切にリラックス・リフレッシュできるよう支援します。

・遊びや活動のルール、友達との関わり方、トラブルへの対処法を考えられるよう支援します。
・自分の気持ちを上手に伝えることができるとともに、相手の気持ちを理解し、上手に折り合えるよう支援します。

・安心できる人間関係の中で、自己肯定感を高めていけるよう支援します。
・自己理解・他者理解を深め、様々な考えや気持ちがあることを知り、上手に折り合うことができるよう支援します。
・「やりたいこと」「やらなければならないこと」など、限られた時間の中で優先順位をつけ、見通しをもって過ごせるよう、スケジューリングを支援します。
・公共交通機関を利用したり、自分たちで活動について調べてスケジューリングや連絡・報告等行う等、友達との活動を通じて将来の社会生活につながっていけるよう支援していきます（主として特別プログ
ラム）。

主な行事等 ・季節に合わせた活動を行います。

家族支援
・家族からの相談や悩みに対して一緒に考え、必要に応じて助言等を行います。
・必要に応じて受診同行等を行います。
・定期的に勉強会を開催していきます。

移行支援 ・支援会議・移行支援会議に参加し、学校と情報共有・情報提供を行います。

地域支援・地域連携
・定期的に支援会議を行い、関係機関と情報共有・情報提供等の連携をはかります。
・圏域の子ども連絡会に参加し、情報共有をはかります。

職員の質の向上
・事業所内でのケース検討を通して、特性理解や専門性の向上をはかります。
・法人全体で、法定研修（虐待防止等）を行います。
・外部研修等に参加し、専門性の向上をはかります。。


